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二
〇
二
二
年

は
、
数
年
に
一

度
の
大
雪
と
、

オ
ミ
ク
ロ
ン
株

の
広
が
り
の

ニ
ュ
ー
ス
と
と

も
に
始
ま
り
ま

し
た
。

　

正
月
早
々
の
雪
か
き
で
、
苦

労
し
た
方
も
多
か
っ
た
で
し
ょ

う
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
も
、
除
雪

が
追
い
付
か
ず
、
駐
車
場
は
ぼ

こ
ぼ
こ
で
、
滑
り
や
す
く
、
利

用
す
る
方
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
し
た
。

　

一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
丸
二
年
。

二
回
の
予
防
接
種
を
経
て
、
世

の
中
が
動
き
は
じ
め
た
矢
先
の

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
で
、
な
ん
と
も

暗
い
気
持
ち
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

昨
年
、
せ
の
う
え
健
康
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
は
、
の
べ
一
六
四
〇

名
の
方
に
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
行
い
ま
し
た
。
直
接

予
約
で
き
ず
に
「
残
念
だ
っ
た
」

と
の
声
も
多
く
い
だ
だ
き
ま
し

た
が
、
初
め
て
利
用
す
る
方
も

多
く
、
地
域
の
方
に
知
っ
て
い

た
だ
く
機
会
に
な
っ
た
か
と
思

い
ま
す
。
接
種
に
あ
た
っ
て
は
、

初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
困
難

も
あ
り
ま
し
た
が
、
ク
リ
ニ
ッ

ク
だ
け
で
な
く
介
護
事
業
所
も

含
め
「
き
ら
り
」
の
職
員
の
総

力
で
無
事
終
了
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
二
月
か
ら
ワ
ク
チ

ン
三
回
目
が
始
ま
り
ま
す
。
昨

年
の
経
験
を
活
か
し
、
安
心
し

て
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

職
員
、
力
を
合
わ
せ
取
り
組
み

ま
す
。

　

雪
も
コ
ロ
ナ
も
消
え
る
季
節

が
待
ち
遠
し
い
で
す
ね
。
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★組合員数
★出資総額
★一人平均出資額

生協の現況

（スマートフォンサイト楿༻）

21,466名
654,049,000円

30,469円2�21年12月�1日現ࡏ

　

骨
粗
し
ょ
う
症
と
は
、
骨
の
量

（
骨
量
）
が
減
っ
て
骨
が
弱
く
な

り
、
骨
折
し
や
す
く
な
る
病
気
で

す
。
近
年
、
人
口
の
急
速
な
高
齢

化
に
伴
い
骨
粗
し
ょ
う
症
の
患
者

数
は
年
々
増
加
し
つ
つ
あ
り
、
そ

の
数
は
千
三
百
万
人
に
も
の
ぼ
る

と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
骨
粗

し
ょ
う
症
に
よ
り
骨
が
も
ろ
く
な

る
と
、
つ
ま
ず
い
て
手
や
肘
を
つ

い
た
り
、
く
し
ゃ
み
を
し
た
り
な

ど
の
ち
ょ
っ
と
し
た
衝
撃
で
骨
折

し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

が
ん
や
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
の
よ

う
に
直
接
的
に
生
命
を
お
び
や
か

す
病
気
で
は
な
い
で
す
が
、
骨
粗

し
ょ
う
症
に
よ
る
骨
折
か
ら
、
寝

た
き
り
な
ど
介
護
が
必
要
に
な
っ

て
し
ま
う
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
国
民
生
活
基
礎
調
査
（
二
〇

一
九
年
）
に
よ
る
と
介
護
が
必
要

と
な
っ
た
原
因
の
第
四
位
（
一

二
・
五
％
）
が
骨
折
・
転
倒
で
あ

る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
骨
粗

し
ょ
う
症
は
痛
み
な
ど
の
自
覚
症

状
が
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
、
定

期
的
に
骨
密
度
検
査
を
受
け
、
骨

密
度
を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。
異
常

値
の
場
合
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
多
い

食
品
や
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
よ

く
す
る
た
め
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
摂

取
、
骨
を
強
く
す
る
運
動
を
す
る

な
ど
の
生
活
改
善
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
で
重
要

な
こ
と
は
、
一
つ
目
に
、
成
長
期

に
骨
量
を
十
分
に
増
加
さ
せ
て
高

い
最
大
骨
量
（
ピ
ー
ク
ボ
ー
ン
マ

ス
）
を
得
る
こ
と
で
す
。
二
つ
目

に
、
女
性
に
お
い
て
は
閉
経
後
の

女
性
ホ
ル
モ
ン
の
減
少
に
よ
り
骨

量
が
減
少
す
る
の
で
、
早
期
発
見

し
、
つ
づ
く
骨
量
減
少
を
食
い
止

め
る
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、
男
性

も
含
め
骨
量
が
著
し
く
低
下
し
て

い
る
高
齢
者
は
、
骨
量
の
維
持
と

と
も
に
転
倒
防
止
が

重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。

　

こ
こ
で
二
〇
二
一

年
度
に
当
生
協
で
実
施
し
た
骨
粗

し
ょ
う
症
検
診
（
市
民
検
診
）
の

結
果
を
お
示
し
し
ま
す
。

　

⑴
受
診
し
た
三
人
の
う
ち
二
人

4

4

4

4

4

4

4

に
骨
量
の
低
下
が
み
ら
れ
ま
し

た
。
⑵
高
齢
に
な
る
ほ
ど
要
精

検
、
要
指
導
の
割
合
は
増
加
し
ま

し
た
。
四
十
歳
、
四
十
五
歳
に
お

い
て
も
、
約
四
割
の
方
は
骨
量
が

低
下
し
て
い
ま
す
。
⑶
閉
経
直
後

の
急
激
な
骨
量
の
減
少
が
五
十
歳

～
五
十
五
歳
の
あ
た
り
で
見
ら
れ

ま
す
。
こ
の
グ
ラ
フ
は
一
般
的
な

骨
密
度
曲
線
の
減
少
傾
向
と
同
一

で
あ
る
た
め
、
加
齢
と
と
も
に
骨

量
が
減
少
す
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
よ
う
で
す
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
は
今
ま
で
中
高

年
が
か
か
る
病
気
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
最
近
で
は
若
年
層
や
二

十
代
の
女
性
で
も
見
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
骨
量
が
一
番
増
え
る
十

三
歳
～
十
八
歳
の
頃
の
栄
養
不

足
・
運
動
不
足
や
極
端
な
ダ
イ

エ
ッ
ト
に
よ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足

が
原
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
若

者
か
ら
高
齢
者
ま
で
ど
の
世
代
に

お
い
て
も
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食

事
と
運
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は

骨
に
対
し
て
大
変
重
要
で
す
。
最

近
、
食
事
が
偏
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？
外
で
運
動
す
る
機
会
は
減
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？
今
年
度
、
四
つ

の
診
療
所
で
腰
椎
・
大
腿
骨
で
骨

量
を
測
定
す
る
機
械
を
完
備
い
た

し
ま
し
た
。
是
非
、
こ
れ
を
機
会

に
自
分
の
骨
の
状
態
と
生
活
習
慣

を
振
り
返
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

あ
な
た
の
　
　
　
は

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
で
す
か
？

あ
な
た
の
　
　
　
は

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
で
す
か
？

◆判定と検査結果
異常なし YAM 90％以上

要指導 YAM 80％以上90％未満

要指導危険因子 YAM 90％以上だが問診等で
危険因子あり

要精検査 YAM 80％未満

＊  YAM（Young Adult Mean「若年成人平均値」）
とは20～44歳の健康な女性の骨密度を100％とし
て現在の骨密度が何％であるかを比較した数値

生協骨粗しょう症検診
組合員料金

検査ご希望の際は、各
診療所窓口までお問合
せください。

1,650円（消費税込み）
と　き

ところ 福島テルサ　FTホール

３月12日（土）
10時15分～

　2022年２月より当生協の各診療所でも３回目のワクチン接種を行います。
　須川診療所・上松川診療所・とやのクリニックは「モデルナ製」。また、せのう
え健康クリニックは「ファイザー製」のワクチンを使用します。
　接種券の郵送が開始されていますが、２回目のワクチン接種終了日によって接種
券の発送時期が異なります。同封の案内に記載の予約可能日以降にオンラインまた
はコールセンター（TEL 050-5445-4355）で予約をお願いします。

接種当日にお持ちいただくもの
　　①予診票・接種済証（接種済証と予診票は切り離さずお持ち下さい）
　　　※当日、お忘れになった場合、接種いただけません。
　　②本人確認書類（免許証、保険証等）
　　③お薬手帳（服薬されている方のみ）

　接種券が届かない、接種前に確認しておきたいことがあるなど、お問い合わせは
ワクチン相談センター：TEL 050-5577-2804　または　地域保健部：TEL 024-526-1515
へご連絡お願いいたします。

（ ）

新型コロナワクチン追加（３回目）接種について

開催
予定2022 原発のない福島を！ 県民大集会

　なお、参加は感染予防のため事
前申し込みが必要です。また、
YouTube のライブ配信（予定）
は当日、右の二次元コードを読み
取ってご視聴ください。

（1）第448号 ２０２２年₂月発行〔私たちの理念〕いのち輝く明日のために　健康づくり　仲間づくり　まちづくり　みんなでつくる　みんなの安心



住
所
の
変
更
届
出
の
催
告

（
三
河
南
町
）
小
林
幸
治
、（
太

田
町
）
太
田
民
子
、
大
橋
美
香
、

須
田
昌
孝
、
刀
根
ハ
ル
、（
野

田
町
）
青
田
京
子
、
阿
部
智
香

子
、
阿
部
優
香
、
井
上
澄
恵
、

小
島
好
子
、
河
口
典
子
、
久
保

雅
子
、
桑
田
康
瑛
、
紺
野
裕
美
、

佐
々
木
彩
、
佐
藤
孝
子
、
清
野

文
子
、
寺
島
邦
夫
、
成
瀬
悠
司
、

芳
賀
香
織
、
羽
田
栄
、
三
浦
ひ

ろ
み
、
和
合
孝
子
、
渡
辺
ト
メ
、

（
北
中
央
）
木
村
健
、（
南
中
央
）

五
十
嵐
麻
里
江
、
清
野
ミ
サ
、

（
西
中
央
）
工
藤
徹
也
、（
森
合
）

上
枝
治
代
、
菅
野
実
、
草
野
裕

貴
、
斎
藤
忠
郎
、
太
刀
川
嘉
信
、

若
林
五
十
九
、（
須
川
町
）
舘

岡
輝
雄
、
渡
辺
ケ
サ
子
、（
矢

剣
町
）
目
黒
和
子
、
目
黒
宗
夫
、

（
方
木
田
）
石
井
ト
キ
子
、
橋

本
真
知
子
、（
八
木
田
）
岡
崎

ト
シ
子
、
佐
藤
奈
津
美
、
滝
沢

洋
平
、（
吉
倉
）
齋
藤
美
穂
、

佐
久
間
憲
子
、（
仁
井
田
）
前

山
恵
美
子
、（
下
野
寺
）
富
野

栄
三
郎
、（
上
野
寺
）
二
階
堂

美
由
紀
、
西
幅
と
も
子
、（
町

庭
坂
）
井
島
亜
弓
、
梅
津
和
子
、

笹
沼
智
美
、
髙
橋
昭
子
、
松
川

ミ
ノ
、（
笹
木
野
）
岩
城
直
之
、

鈴
木
ト
シ
子
、（
八
島
田
）
稲

葉
勇
一
、（
永
井
川
）
村
上
新

司
、（
上
鳥
渡
）
菅
野
信
行
、（
大

森
）
金
沢
千
夏
、
冨
澤
初
江
、

仲
山
恭
子
、
野
地
庄
一
、（
荒

井
）
近
野
小
百
合
、（
太
平
寺
）

村
山
日
南
子
、（
鳥
谷
野
）
阿

部
千
代
子
、
阿
部
ノ
ブ
、
上
野

未
来
、
尾
形
一
夫
、
佐
藤
愛
、

丹
治
文
子
、
土
屋
功
、
林　

勝
、

（
南
町
）
渡
辺
ヒ
ロ
子
、（
伏
拝
）

本
田
ゆ
か
り
、（
郷
野
目
）
神

尾
実
次
、
相
馬
泰
子
、（
渡
利
）

佐
藤
拓
也
、
鈴
木
真
希
子
、（
松

　

き
ら
り
健
康
生
活
協
同
組
合
・
定
款
第
十
条
「
み
な
し
自
由

脱
退
」
に
も
と
づ
き
、
居
住
地
が
不
明
の
組
合
員
に
つ
い
て
、

「
自
由
脱
退
」
の
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

　

当
医
療
生
協
で
は
、
住
所
不
明
の
組
合
員
に
関
し
て
、
調
査

を
し
て
き
ま
し
た
が
、
転
居
先
等
が
判
明
し
な
い
た
め
、「
住

所
の
変
更
届
出
の
催
告
」
に
つ
い
て
公
告
し
ま
す
。

　

二
〇
二
二
年
二
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　

き
ら
り
健
康
生
活
協
同
組
合

�

理
事
長　

栗　

村　
　
　

知

〔
お
願
い
〕

　

○
個
人
情
報
保
護
の
関
係
上
、
氏
名
の
み
の
記
載
と
し
て
い

ま
す
。

　

○
下
記
の
名
簿
の
中
で
、
お
心
当
た
り
が
あ
れ
ば
、「
き
ら

り
健
康
生
協
本
部
☎
〇
二
四
―
五
三
一
―
六
二
六
二
」
ま

で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

川
町
）
大
竹
美
代
子
、
鈴
木
陽

子
、
樋
口
直
敏
、（
北
沢
又
）

石
井
あ
か
ね
、
門
馬
春
江
、
杉

本
和
俊
、
髙
野
勇
宜
、
吉
岡
由

美
子
、（
南
沢
又
）
菅
野
キ
ミ
、

斎
藤
友
子
、
佐
々
木
紀
世
子
、

佐
々
木
隆
、
佐
藤
宗
吾
、
佐
藤

忠
晴
、
柴
田
富
治
、
戸
澤
梨
江
、

永
倉
朝
子
、
西
村
民
子
、（
御

山
）
澤
田
芳
夫
、
柴
田
恵
美
、

渡
邊
幸
子
、（
泉
）
大
河
原
順

子
、
小
川
真
弥
、
山
地
昭
二
郎
、

（
笹
谷
）
遠
藤
修
、
太
田
文
雄
、

河
原
田
セ
イ
、
佐
藤
真
紀
、
平

タ
エ
、
髙
橋
朗
、
本
多
安
喜
子
、

本
多
俊
一
、
嶺
岸
太
一
、
脇
坂

和
江
、
渡
辺
ミ
ツ
子
、（
飯
坂

町
）
髙
橋
ハ
ル
、
松
沢
勝
夫
、

飯
塚
貞
子
、
池
田
絹
代
、
鈴
木

ユ
キ
、
武
田
侑
也
、
古
市
満
江
、

（
瀬
上
町
）
青
田
貞
子
、
菅
野

芳
則
、
佐
々
木
久
子
、
佐
々
木

正
義
、
佐
藤
ア
ヤ
子
、
島
貫
昭

三
、
清
水
義
紳
、
須
田
俊
彦
、

高
橋
純
子
、
中
岡
秀
雄
、
西
山

祐
子
、
舟
山
巖
、
松
浦
麻
子
、

吉
田
信
子
、
渡
辺
千
代
、（
宮

代
）
高
橋
昭
、
高
橋
康
子
、
橘

沙
織
、
長
岐
万
由
子
、
山
田
華

江
、（
南
矢
野
目
）
猪
股
博
、

岡
崎
信
子
、（
鎌
田
）
宍
戸
春

夫
、
高
野
功
雄
、（
本
内
）
鈴

木
清
春
、（
丸
子
）
石
川
哲
男
、

（
伊
達
市
保
原
町
）
佐
藤
慎
也
、

武
藤
昭
助
、（
伊
達
市
霊
山
町
）

大
槻
伝
吉
、
菅
野
登
、（
伊
達

郡
川
俣
町
）
田
代
久
子
、（
郡

山
市
）
横
山
し
の
ぶ
、
遠
藤
義

裕
、（
二
本
松
市
）
吉
野
繁
男
、

（
大
波
）
矢
吹
次
男
、（
早
稲
町
）

加
藤
新
二
、（
五
老
内
町
）
熊

坂
幹
男
、（
所
窪
）
小
池
啓
司
、

（
北
五
老
内
町
）
小
林
和
香
子
、

（
岡
部
）
菅
野
秀
樹
、
齋
藤
聖

子
、（
北
中
川
原
）
横
山
信
子
、

（
山
居
）
岡
崎
留
美�

�

〔
敬
称
略
〕

どれどれ？「ドローイン」やってみっぺ！

QBSU 2˓ø

　ୈùøճ໨はొ࠶場のʮυϩʔΠϯʯͰ͢。ମװのਂ૚܈ےͰ͋る
ΠϯφʔϚοεϧΛ஁͑ま͠ΐ͏ʂ؆୯にͰ͖てޮ果ઈେ !!

΍ͬͯΈ ΃ͬମ ʂૢ

　　　　　　　　　　　　　■運動のコツ
�に力をいれない�ˠݞ　　　　　　　　　　　　　　

インナーマッスルに力が入りづらい■注意点
⿠എ中の反りաぎ、またೣഎにしない�ˠࠊ�奿のڪれあり
⿠食後２࣌間はߦわない�ˠ�ͦの間はෲ筋が動かしにくい
■運動の効果
⿠࢟椽がྑくなり、おෲपりがҾきకまる　⿠ٵݺ筋（ԣִບ）強化
⿠಺墙Լ椗の予防（ϙッコリおෲվ榢）　⿠ࠊ奻（എ骨）̓ 定によるࠊ奿予防
⿠ج榴壝ँྔ向上（ダイエットޮ果）

【鍛えるところ】
　ෲԣ筋、ԣִບ、墷྾筋܈、骨൫ఈ筋܈など
【やり方】४උɿ࢟椽を正して࠲ります
　ᶃඓから壟きく墡をٵう（໿３ඵ間）
　ᶄ口からゆっくり墡をుきながらおෲを
いきりԜます（໿̑ඵ間）ࢥ

　˞ᶃとᶄを10ճ（１セット）܁りฦします
回数の目安：１日に３セット

間やճ椩にこだわらͣ、ແ理のないよ࣌
うにߦいましょう。めまいなどのෆ۩合
が生͡ましたら運動を中ࢭしてください。

吸ってー

息
を
吐
き
な
が
ら

お
腹
を『
ギ
ュ
ッ
』と

凹
ま
す

อ݈壟ֶ৽ΧϦΩϡϥϜͰ։࠵อ݈壟ֶ৽ΧϦΩϡϥϜͰ։࠵
須川・とやの教室…݄̏̐೔ʢۚʣʙ
せのうえ教室………݄̏øü೔ʢՐʣʙ
上松川教室………݄̐༧ఆ

【主な内容】

各ブロックで新しいカリキュラムで保健大学が開催されます。

ৄしくはきらり健康生協ϗʔϜϖʔδまたは-*/&でご֬ೝ
くͩさい。ঘ、各਍療所でもਃしࠐΈ受け付けます。

த੢ɾೆ ϒϩοΫ ౦ɾҏୡϒϩοΫ ๺ϒϩοΫ

第一講 生活習慣病、高血圧　（実習…血圧測定）

第二講 糖尿病と脂質異常症、食事バランス
（実習…体組成チェック）

第三講 がん予防
（実習…乳がん自己チェック、便チェック）

第四講 フレイルとオーラルフレイル
（実習…正しい歯磨き、フレイルチェック、骨密度チェック）

第五講 認知症とは、介護保険サービス（グループワーク）

第六講 健康格差、福島市の保健の現状と地域課題
（グループワーク）

　出資金は、組合員の健康づくりやまちづくり活
動の発展、各施設や医療機器の充実、通院バスの
運行等の元手になります。これからも元気にきら
り健康生協の活動を続けるために、ご理解とご協
力をお願いします。
＊�出資の方法：生協本部、地域保健部、各事業所
の窓口で受け付けております。また、指定金融
機関からの口座振替も可能です。
※�出資金は、寄付とは異なり、組合員の皆さんの
財産です。
　�決められた手続きのもとに減額や脱退をするこ
とができます。

増資のご協力を
お願いします!!

第448号（２）２０２２年₂月発行



　

冬
に
思
い
出
す
童
歌
は
「
お

お
さ
む
こ
さ
む
、
山
か
ら
小
僧

が
泣
い
て
来
た
、
何
と
言
っ
て

泣
い
て
来
た
、
寒
い
と
言
っ
て

泣
い
て
来
た
」
そ
し
て
、
昔
話

は
と
い
う
と
「
鶴
の
恩
返
し
」
で

す
。
ト
ン
ト
ン
カ
ラ
リ
ン
、
ト

ン
カ
ラ
リ
ン
と
い
う
音
を
想
像

し
て
幼
心
に
憧
れ
た
の
が
機は

た

織

り
で
し
た
。
さ
を
り
織
り
の
仲

間
達
が
集
ま
る
と
、
ほ
と
ん
ど

の
人
が
「
子
ど
も
の
頃
か
ら
の

憧
れ
だ
っ
た
の
」
と
言
い
ま
す
。

「
ホ
ン
ト
、
何
で
だ
ろ
う
ね
」
と

言
う
私
達
に
、
創
始
者
の
城
み

さ
を
は
言
い
ま
し
た
。
太
古
の

昔
よ
り
女
は
子
を
産
ん
で
き

た
。
岩
場
に
棲
む
者
は
ゴ
ツ
ゴ

ツ
し
た
石
の
上
に
、
海
辺
に
棲

む
者
は
ザ
ラ
ザ
ラ
し
た
砂
の
上

に
、
草
地
に
棲
む
者
は
ト
ゲ
ト

ゲ
し
た
草
の
上
に
産
み
お
と
す
。

血
に
染
ま
っ
た
み
ど
り
ご
を
柔

ら
か
い
布4

で
包
ん
で
あ
げ
ら
れ

た
ら
ど
ん
な
に
良
い
か
、
そ
し

て
、
よ
く
生
ま
れ
て
き
て
く
れ

た
と
呟
き
な
が
ら
抱
き
あ
げ
た

か
っ
た
に
違
い
な
い
。そ
れ
故
、

女
は
機
織
り
に
憧
れ
る
の
だ
、

と
。
城
み
さ
を
も
誰
か
か
ら
聞

い
た
話
か
も
知
れ
な
い
け
れ

ど
、
飯
塚
も
又
、
こ
の
話
を

知
っ
て
か
ら
、
研
修
会
や
講
演

会
で
皆
さ
ん
に
話
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
私
は
、
い
つ
も
涙

が
溢
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。
会

場
の
人
達
も
や
は
り
涙
ぐ
み
ま

す
。し
ば
ら
く
の
沈
黙
の
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
お
産
の
こ
と
や
、

機
織
り
に
憧
れ
た
訳
に
納
得
す

る
の
で
す
。
脈
々
と
続
い
て
き

た
子
を
産
む
と
い
う
行
為
、

「
死
」
を
も
覚
悟
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
一
大
事
。
あ
の
痛
み

苦
し
み
の
後
の
「
ほ
～
っ
」
と

し
た
感
覚
。
何
十
年
た
っ
て
も

忘
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

寒
い
日
で
す
。
こ
ん
な
感
傷
に

耽
っ
て
い
た
ら
、
遠
い
日
の

「
ね
ん
ね
ん
こ
ろ
り
よ
、
お
こ

ろ
り
よ
…
」
の
母
の
子
守
唄
が

聞
こ
え
て
き
ま
す
。
思
い
っ
き

り
泣
き
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
に

怯
え
な
が
ら
、
沢
山
の
我
慢
を

し
て
き
ま
し
た
。
思
い
っ
き
り

泣
く
の
は
浄
化
作
用
で
す
。
た

ま
に
は
遠
慮
せ
ず
に
泣
い
て
み

ま
し
ょ
う
。
同
じ
思
い
の
人
が

何
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
か
ら
。

で
は
、
又
。

〜
夢
は
見
る
も
の
　語
る
も
の
〜

飯　

塚　

啓　

子
41

「
私
た
ち
は
ど
う
生
き
、死
ぬ
か
？
」

医
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組
合
員
の
み
な
さ
ん
、
今
年

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お
正
月
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ

れ
ま
し
た
か
？
新
型
コ
ロ
ナ
の

状
況
が
落
ち
着
き
、
二
回
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
受
け
た
こ
と

で
、
旅
行
に
行
っ
た
り
、
帰
省

し
た
家
族
と
過
ご
し
た
り
な
ど

久
し
ぶ
り
に
の
ん
び
り
し
た
方

も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
（
大

雪
は
大
変
で
し
た
け
ど
）。
そ

ん
な
中
、
海
外
で
の
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
の
急
速
な
感
染
拡
大
が

ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
「
日
本
は
あ
そ
こ
ま
で
は
な

ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。」
と

思
っ
た
人
も
多
か
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、
そ
ん
な
期
待
も
む

な
し
く
日
本
で
も
今
ま
で
に
な

い
ス
ピ
ー
ド
で
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

の
感
染
拡
大
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る

一
月
十
日
私
た
ち
は
第
六
波
の

始
ま
り
に
い
る
の
で
し
ょ
う
。

こ
う
な
っ
て
く
る
と
「
ま
た

か
。」「
も
う
、
疲
れ
た
。」「
い

つ
ま
で
こ
ん
な
事
が
続
く
ん

だ
。」「
い
い
加
減
に
し
て
く

れ
。」
な
ど
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感

情
が
心
を
支
配
す
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
す
。
確
か
に
し
ん

ど
い
で
す
よ
ね
。
比
較
的
楽
観

的
な
私
で
も
、
ち
ょ
っ
と
し
ん

ど
く
な
っ
て
い
ま
す
。
で
は
、

ど
う
考
え
る
か
？

　

今
、
地
球
上
に
は
約
八
十
億

の
人
間
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

こ
の
八
十
億
人
の
ほ
と
ん
ど
が

百
年
後
に
は
こ
の
地
球
上
に
は

存
在
し
ま
せ
ん
。
百
年
の
間
に

八
十
億
人
が
死
に
、
す
べ
て
の

人
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き

の
中
で
私
た
ち
の
悩
み
や
、
苦

労
は
個
人
に
と
っ
て
は
と
て
も

大
き
な
も
の
で
あ
っ
て
も
人
類

全
体
に
と
っ
て
は
塵
（
ち
り
）

の
よ
う
な
も
の
で
す
。
で
も
逆

に
、
だ
か
ら
こ
そ
自
分
を
大
切

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
自
分
を
大
切
に
す
る
と
い

う
こ
と
は
利
己
的
に
な
る
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
以

前
述
べ
た
こ
と
の
繰
り
返
し
に

な
り
ま
す
が
、「
丁
寧
に
生
き

る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
感
染

対
策
も
今
ま
で
と
同
じ
よ
う
に

丁
寧
に
。
そ
し
て
、
自
分
を
大

切
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
あ
な

た
の
周
囲
の
人
も
大
切
に
し
ま

し
ょ
う
。
今
年
も
、
み
ん
な
で

ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
コ
ロ
ナ
に

立
ち
向
か
お
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

班 会 あ れ こ れ

2�

͍のͪのԌ݄̍߸ʢ ɾ̎̏ ໘ࡌܝʣ

「きらりさんをさがせ」

౴͑

͢͜΍͔αʔϏεηϯλʔͱڞಉاը
৽ܕίϩφ΢Πϧεʹෛ͚ͳ͍ͧʂ

αʔδΧϧϚεΫൢചձ

「きらりさん」はどこにいたのかなʁ
ৄしくは二ݩ࣍バーコード
をಡみऔって֬認してねʂ

ˎଞの਍療所のৄࡉは-*/&でお஌らͤします。

ˎ-*/&ެࣜΞΧ΢ϯτに
　༑ͩちొ࿥をしてൢച೔࣌の
を受けऔͬてͶࡉৄ　

̍ശ�00円
未就学児用、小さめ、大人用３サイズ用意

各診療所で２月下旬に開催予定

（50ຕೖΓ）

ͤのう݈͑߁クϦχοク
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開催決定！

11／３ 佐 倉 佐倉支部班 脳トレ
11／４ 三河台西支部 ビンバンボン班 フォークダンスを楽しく踊る
11／４ 森 合 カラオケ班 皆でカラオケ
11／６ 杉 妻 ラジオ体操班 ラジオ体操とウォーキング
11／６ 森 合 セラバンド体操班 セラバンド体操で筋力アップ
11／６ 蓬 萊 パソコン班 PCを使おう
11／６ 吾 妻 東 どんぐり班 近況報告と今後の活動について
11／８ 余 目 Ｓ Ｓ Ｗ 班 体操とゲーム
11／８ 吾 妻 西 スギちゃん班 シトラスリボンづくり
11／10 信 夫 ひまわり班 ウォーキング
11／10 保 原 こ ぶ し 班 骨粗鬆症検診受診
11／11 森 合 カラオケ班 皆でカラオケ
11／11 瀬上第１ 体操広場班 ストレッチ体操
11／12 吾 妻 東 男の料理班 野菜カレーにカツをのせて
11／12 川 南 西 ふきのとう班 アロマスプレーづくり
11／13 杉 妻 ラジオ体操班 ラジオ体操とウォーキング
11／13 蓬 萊 パソコン班 PCを使おう
11／13 森 合 セラバンド体操班 セラバンド体操で筋力アップ
11／14 杉 妻 やさいクラブ班 畑の手入れ、収穫
11／15 保 原 や よ い 班 はりがねアート
11／15 三河台東 スマイル班 セラバンド体操
11／16 吾 妻 西 木村　公班 シトラスリボンづくり
11／16 清 明 チクチク班 トラの干支づくり・私の健康
11／17 上 松 川 メ ロ ン 班 脳トレ
11／17 上 松 川 四 季 桜 班 脳トレ
11／18 三河台西支部 スッキリ班 セラバンド体操で筋力アップ
11／18 清 明 セラバンド班 コロナ・認知症と体操
11／18 森 合 カラオケ班 皆でカラオケ
11／19 鎌 田 かすみ草班 セラバンド体操
11／19 保 原 芳賀更正班 コロナ禍で進む骨粗鬆症
11／19 蓬 萊 きらきら班 おいしいパンづくり
11／20 杉 妻 ラジオ体操班 ラジオ体操とウォーキング
11／20 森 合 セラバンド体操班 セラバンド体操で筋力アップ
11／20 吾 妻 西 うさぎとかめ班 シトラスリボンづくり、強化月間の話
11／21 森 合 ウォーキング班 県立美術館までウォーキング
11／22 上 松 川 八 重 桜 班 頭の体操
11／22 信 夫 ぼ た ん 班 頭、指先を使いましょう
11／23 清 明 チクチク班 早歩きのすすめ・干支づくり
11／24 三河台中 小 富 士 班 認知症について
11／24 信 夫 ぼ た ん 班 頭、指先を使いましょう
11／24 瀬上第２ Ｐ Ｐ Ｋ 班 班員の「私の健康」
11／25 森 合 カラオケ班 皆でカラオケ
11／25 瀬上第１ 茶 話 会 班 頭の体操と体操
11／26 吾 妻 東 萱 場 班 ももりん体操と手洗いについて

11／26 瀬上第３ ひめさゆり班 コロナ禍の生活で認知症注意
11／26 保 原 やまゆり班 コロナ禍の生活で認知症注意
11／27 杉 妻 ラジオ体操班 ラジオ体操とウォーキング
11／27 蓬 萊 ス マ ホ 班 スマホの使い方
11／27 森 合 セラバンド体操班 セラバンド体操で筋力アップ
11／28 杉 妻 やさいクラブ班 畑の手入れ、収穫
11／29 矢野目ブロック 北矢野目合同班 セラバンド体操
11／30 吾 妻 東 ミモザの園班 班会再開に向けて
12／１ 佐 倉 佐倉支部班 肌のかゆみについて
12／２ 三河台西支部 ビンバンボン班 フォークダンスを通して仲間増やし
12／４ 吾 妻 東 どんぐり班 今年の反省と来年の予定
12／２ 森 合 カラオケ班 皆でカラオケ
12／３ 鎌 田 かすみ草班 セラバンド体操
12／４ 森 合 セラバンド体操班 セラバンド体操で筋力アップ
12／４ 蓬 萊 パソコン班 PCを使おう
12／６ 信 夫 ぼ た ん 班 頭・指を使いましょう
12／８ 保 原 こ ぶ し 班 骨粗鬆症検診、結果と生活習慣
12／９ 森 合 カラオケ班 皆でカラオケ
12／10 吾 妻 東 男の料理班 皆で作って試食
12／10 信 夫 す み れ 班 適しお学習会
12／10 清 明 もぐちゃん班 コロナ禍の生活で認知症注意
12／10 川 南 西 ふきのとう班 セラバンド体操
12／11 森 合 セラバンド体操班 セラバンド体操で筋力アップ
12／13 吾 妻 西 すぎちゃん班 エコバック作り
12／13 余 目 Ｓ Ｓ Ｗ 班 体力チェック、ペットボトルボーリング
12／15 瀬上第２ Ｐ Ｐ Ｋ 班 「私の健康」発表と体操
12／15 上 松 川 メ ロ ン 班 アロマスプレーづくり
12／15 上 松 川 四 季 桜 班 アロマスプレーづくり
12／16 三河台西 スッキリ班 上半身の運動、握力測定と解説
12／16 森 合 カラオケ班 皆でカラオケ
12／17 吾 妻 西 うさぎとかめ班 セラバンド体操をしよう
12／17 瀬上第３ ひめさゆり班 体力チェック
12／17 保 原 やまゆり班 体力チェック
12／17 鎌 田 かすみ草班 セラバンド体操
12／17 保 原 芳賀更正班 骨粗鬆症検診受診
12／17 蓬 萊 きらきら班 クリスマスシュトーレンづくり
12／17 上 松 川 秋 桜 班 セラバンド体操
12／18 信 夫 す み れ 班 骨粗鬆症予防
12／18 森 合 セラバンド体操班 セラバンド体操で筋力アップ
12／20 余 目 北矢野目合同班 セラバンド体操
12／20 三河台東 スマイル班 クリスマスカードをみんなで作って書こう
12／21 吾 妻 東 ミモザの園班 折紙・頭の体操、今後の日程
12／25 蓬 萊 ス マ ホ 班 スマホの使い方

（3）第448号 ２０２２年₂月発行



きらり俳句・川柳コーナーきらり俳句・川柳コーナー

ご
一
緒
に
俳
句
・
川
柳
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

作
品
募
集
中
！
ど
し
ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

〈
応
募
・
連
絡
先
〉　

福
島
市
野
田
町
一
︱
一
五
︱
一
二　

地
域
保
健
部

☎
五
二
六
︱
一
五
一
五

〈
俳
句
〉

・
雪
道
や
　
わ
が
足
跡
を
　
戻
り
道

・
南
天
を
　
隠
し
き
れ
ず
に
　
雪
ぼ
う
し

�

き
ん
も
く
せ
い

・
何
度
で
も
　
わ
が
身
を
守
る
　
花
一
輪

・
足
跡
に
　
人
生
ド
ラ
マ
　
時
を
見
る

�

正
子

被ばく健康相談のお知らせ

日ఔ

ͱ͜Ζ 本෦݈߁のՈ̎֊
（໺ాொ̍ஸ໨øüȂøù）

※日ఔはௐ੔க͠ま͢。

ઐ໳のઌੜΛおݺͼ͠て、ඃ͹͘にؔ͢る݈߁૬ஊΛ࣮͠ࢪていま͢。
ຖ日のੜ׆にෆ҆Λ๊͑ている方、ͥ ͻ、おਃࠐみ͘ださい。

振津かつみ 先生 ฌݿ県西ٶ市ॅࡏ、ฌݿҩՊ壟学Ҩ఻学ࣨڭඇ常ۈ講ࢣ（์ࣹ榑ج榴ҩ学）

料金 ແྉ
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南
ブ
ロ
ッ
ク
料
理
教
室

南
ブ
ロ
ッ
ク
料
理
教
室

カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り

　　　クリ
ス
マ
ス
ク
ッ
キ
ン
グ

҆

ࡈ　

　੓

　子

清
明
支
部
配
付
者
、

運
営
委
員
合
同
交
流

集
会

蓬
萊
支
部
配
付
者
交
流
会

バ
ケ
ツ
で
作
っ
た
稲
穂
で

正
月
飾
り
づ
く
り

『
親
子
で
簡
単
ク
ッ
キ
ン
グ

　参
加
者
募
集
!!
』

　

残
念
な
事
に
申
し
込
み
者
無

し
で
し
た
。
そ
こ
で
中
止
に
す

る
か
？
検
討
し
た
結
果
、
支
部

運
営
委
員
・
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー

に
声
を
か
け
、
ス
タ
ッ
フ
含
め

約
二
十
名
（
理
事
・
男
性
七
名
）

の
参
加
で
骨
密
度
測
定
し
、
ク

リ
ス
マ
ス
に
向
け
て
の
カ
ル
シ

ウ
ム
た
っ
ぷ
り
料
理
教
室
を
実

施
致
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
斎
藤
映
子
看
護
師

よ
り
骨
密
度
（
骨
粗
鬆
症
）
に

つ
い
て
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。（
少
し
で
も
骨
密
度
ア
ッ

プ
さ
せ
よ
う
と
立
っ
た
ま
ま
の

人
も
）
う
な
づ
き
な
が
ら
話
に

耳
を
傾
け
て
お
り
ま
し
た
。

・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
ク
リ
ー
ム

ポ
テ
ト

・
パ
プ
リ
カ
の
丸
ご
と
グ
ラ
タ
ン

・
豆
腐
の
パ
ン
ケ
ー
キ

の
三
品
を
作
り
ま
し
た
。

　
「
私
は
洗
い
物
を
や
り
ま
す
」

「
パ
ン
ケ
ー
キ
焼
き
ま
す
」
な

ど
、
班
ご
と
様
々
な
担
当
者
が

あ
っ
た
み
た
い
で
す
。

　

出
来
上
が
り
も
色
々
、
パ
ン

ケ
ー
キ
も
焼
き
過
ぎ
て
少
し
焦

げ
た
？
の
も
あ
っ
た
よ
う
で
す

が
、お
味
は
ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
!!
そ
れ
ぞ
れ
の
お
腹
の
中

に
納
ま
っ
た
事
と
思
い
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
の
感
想
と
し
て

・
パ
プ
リ
カ
を
器
と
し
て
使
う

な
ん
て
グ
ッ
ド
ア
イ
デ
ィ
ア
!!

・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
潰
し
て
使

う
な
ん
て
初
め
て
で
し
た

・
豆
腐
を
使
っ
た
パ
ン
ケ
ー
キ

ご
飯
の
代
わ
り
に
な
る
よ
ね
!!

・
家
で
も
作
っ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す

・
と
て
も
楽
し
か
っ
た
の
で
、

ま
た
計
画
し
て
欲
し
い
で
す
。

な
ど
の
声
が
有
り
ま
し
た
。

　

作
っ
て
み
た
い
方
は
、
下
記

連
絡
先
よ
り
レ
シ
ピ
を
ゲ
ッ
ト

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ア
レ
ン
ジ
し

て
是
非
作
っ
て
み
て
下
さ
い
。

　

今
回
が
好
評
で
し
た
の
で
次

回
も
計
画
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。〝
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
〟

か
な
ぁ
…
？
楽
し
み
で
す
。

　

最
後
に
骨
密
度
測
定
結
果
よ

り
、
表
の
見
か
た
な
ど
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
数

値
は
い
か
が
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
？
骨
密
度
測
定
機
器
も
新

し
く
な
っ
た
よ
う
な
の
で
、
班

会
等
で
み
ん
な
と
受
け
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

フ
レ
イ
ル
予
防
の
た
め
に
も
、

小
さ
な
集
ま
り
を

大
事
に
、
筋
活
栄

養
し
っ
か
り
取
り
、

健
康
で
生
活
で
き

る
様
に
、
も
っ
と

も
っ
と
仲
間
を
増

や
し
、
笑
顔
で
皆

さ
ん
で
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

清
明
支
部
は
コ
ロ
ナ
禍
で
活

動
が
大
き
く
制
限
さ
れ
る
中

で
、
二
〇
二
一
年
十
二
月
十
二

日（
日
）矢
剣
会
館
で
「
い
の
ち

の
炎
配
付
者
と
支
部
運
営
委
員

合
同
交
流
集
会
」
を
行
っ
た
。

参
加
者
は
十
八
名
で
支
部
長
の

あ
い
さ
つ
で
は
「
コ
ロ
ナ
禍
の

現
在
、
地
域
組
合
員
の
つ
な
が

り
の
大
切
さ
と
き
ら
り
健
康
生

協
の
役
割
の
重
要
性
、
そ
れ
ら

　

蓬
萊
支
部
の
運
営
委
員
会
で

は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
制
限

さ
れ
る
」
事
を
見
越
し
て
、「
会

の
相
互
支
援
」
な
ど
の
お
話
を

い
た
だ
き
村
上
事
務
局
長
か
ら

経
過
報
告
、
宮
崎
副
支
部
長
に

よ
る「
に
じ
の
ま
ち
」リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
工
事
の
現
状
の
報
告
が
さ

れ
、
交
流
な
ど
を
行
っ
た
。
学

習
会
と
し
て
は
新
規
事
業
「
愛

ホ
ー
ム
ケ
ア
す
か
わ
」
管
理
者

か
ら
、
訪
問
看
護
と
訪
問
介
護

の
違
い
や
、
愛
ホ
ー
ム
ケ
ア
す

か
わ
の
行
う
「
定
期
巡
回
・
随

時
対
応
型
訪
問
介
護
・
看
護
」

の
説
明
が
行
わ
れ
活
発
な
意

見
、
質
問
も
寄
せ
ら
れ
清
明
支

部
組
合
員
が
さ
ら
に
前
進
す
る

こ
と
を
確
信
で
き
ま
し
た
。

▲地域組合員のつながりが大切！！

▲愛ホームケアすかわとは？

▲たくさんの質問なども寄せられました

わ
な
く
て
も
活
動
が
共
有
出
来

て
、
実
に
な
る
事
」
と
し
て

「
バ
ケ
ツ
で
稲
づ
く
り（
十
一
月

い
の
ち
の
炎
で
報
告
）」
を
企

画
し
ま
し
た
。
稲
は
た
く
さ
ん

の
稲
穂
を
付
け
、
見
事
に
育
ち

ま
し
た
。

　

年
末
に
な
っ
て
も
コ
ロ
ナ
禍

の
収
束
が
見
え
な
い
た
め
、
集

ま
っ
て
の
飲
食
は
ま
だ
で
き
ま

せ
ん
。
例
年
行
っ
て
来
た
配
付

者
交
流
会
も
飲
食
が
で
き
ず
、

流
会
も
危
惧
さ
れ
ま
し
た
が
、

さ
す
が
蓬
萊
支
部
！
で
き
た
稲

穂
を
使
っ
て
「
正
月
飾
り
づ
く

り
で
楽
し
も
う
」
と
い
う
内
容

で
十
二
月
十
一
日
二
十
七
名
が

参
加
し
て
配
付
者
交
流
会
を
開

催
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
久

々
に
お
会
い
す
る
方
も
居
り
、

マ
ス
ク
越
し
に
話
が
は
ず
み
つ

つ
、
脳
ト
レ
あ
り
、
手
作
業
あ

り
、
静
か
に
楽
し
む
こ
と
が
出

来
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

▲ほら、こうやるとキレイに…

▲脳トレ「はいスタート」

▲ほほう…見事な見本だな

配
付
者
交
流
会
を

�

開
催
し
ま
し
た レシピに興味のあるかたは

地域保健部　☎526−1515へ
ご連絡ください

第448号（4）２０２２年₂月発行

○近隣５～10件程度の組合員宅へ機関紙
を届けるボランティアです。
　　ご質問でも結構です。一度ご連絡だ
けでもいかがですか？

ご連絡先　☎526－1515　地域保健部まで

～月に１度のボランティア活動です
あなたも参加してみませんか？


